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りであるO モノクロメータ- (Nakai and Kubota 1964)の第 2スリ
ット(S 2)から入った光は焦点距離 6mのレンズ(L )で平行光と
なり、 2枚からなるモザイクエッシェル(E )に当たる。そこで分
散した光は再び Lを通って来た方向に戻り、途中の反射鏡 (R) で
曲げられ、 FにスペクトルをつくるO 往復の光路の重複を避けるた
め入射光は下から上向きに Eに当たり、分散光は入射光の上を通っ






( 35-13-25-402) 2枚を並べて使用しているO 同じマザーから作った
通し番号のレプリカであり、基盤の材料にはゼロデュアーを用いて
いるO 第 2図に示すように、エッシェル Aに対してエッシェル Bは
Pを支点として X-，Y一， Z一軸のまわりに回転するほか、 X-及びY
一方向に平行移動するO エッシェルの刻線密度は 79本/mm、プレ

















第 1表 ブレ ズ角における諸元
次数 中心波長 (A) 分散(A/mm) 第 2スリット幅 (μm)
3 0 8 1 4 7 171 1 2 8 # 
3 1 7 9 2 3 165 127 
3 2 7 6 7 5 160 123 
3 3 7 4 4 3 155 124 
3 4 7 2 2 4 150 121 
3 5 7 0 1 7 . 146 123 
3 6 6 822 142 126 
3 7 6 6 3 8 138 127 
3 8 6 4 6 3 135 130 
3 9 6 2 9 8 131 132 
4 0 6 1 4 0 128 133 
4 1 5 9 9 0 125 133 
4 2 5 848 122 133 
4 3 5 7 1 2 119 134 
4 4 5 5 8 2 116 136 
4 5 5 4 5 8 114 138 
4 6 5 3 3 9 111 140 
4 7 5 2 2 6 109 142 
4 8 5 1 1 7 107 146 
4 9 5 0 1 2 104 149 
5 0 4 9 1 2 102 152 
5 1 4 8 1 6 100 158 
5 2 4 7 2 3 o 984 159 
5 3 4 6 3 4 096 5 162 
5 4 4 5 4 8 094 7 167 
5 5 4 4 6 6 093 0 178 
5 6 4 3 8 6 o 9 1 4 179 
5 7 4 3 0 9 089 8 1 8 0 
5 8 4 2 3 5 088 2 189 
5 9 4 1 6 3 086 7 200 
6 0 4 0 9 3 085 3 203 
6 1 4 0 2 6 083 9 203 
6 2 3 9 6 1 082 5 214 
6 3 3 8 9 9 081 2 218 




























H e -N eの緑 (543.5nm) レーザーが主光線にほぼ沿ってエッシ
ェルに投射され焦点面の近くに結像する。エッシェル全面を照射す












































2 d= (m+ 1/2)λ， m= 0，士 1，土 2，
の条件を満たすところで焦点、面に暗い干渉縞を生ずるはずである。






















2 0μm) させて行った。その結果、 Y軸の正側にエッシェル Bが
あるとした時の縞は認められるが、負側の縞は認められない。 しか
し、目で見たところエッシェル A， B両面が一致しているあたりで
干渉縞が生じ、且つ A或いは Bへの光を遮ることによって縞が見え ( 














セットで 0次は 311.50付近)回転台目盛りに頼って始めるのがよ ( 
い。次数重なりを除くのには S2の幅選びと横移動で行う。 S2の幅
の0点は 16. 5μmであるので Nakaiand Kubota (1964) に与え
られたモノクロメーターの分散とエッシェルのフリースペクトラル
レンジから適当な S2の幅を選び、次いで S2の横移動で所定波長が
最も明るく見える場所を選ぶ。第 1表には第 1スリットの幅を 0と
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える。 o豆x~玉 a に入反射する 0 次光の位相 δ は
δ= (2π/λ) 2 x t anα
( 2π/入) 2 (a -x) tanβ 
で与えられるo X Pで両者は等しいから
p = a tan β/ (tanα 十 tanβ)
-9ー
( 0 ~玉 x 壬 p)
(p ~ x 三 a ) 
となるO ここで O豆x豆 aからくる 0次光の振幅Eを計算すれば次
のようになる。
E=fp exp(4πi x tanα/λ) d x 
0. 
+ S exp (4πi (a -x) tanβ/λ) d x 
P 
(λ/4πi) (( exp (4 7! i p tanα/λ) - 1 ) / tan α 
+ (exp (4πi (a -p) t anβ/入)ι-1 ) / tanβ) 
前出の式を使い pを消去すれば
E = (λ/4πi) (cot α+ cotβ) 
X (exp (4 7! i a / (入 (cotα 十cotβ)) -1 ) ) 
従って、 0次光の強度 Iは
1 = E E申
= (λ( cotα 十 cotβ)/4π) 2 
X 2 (1 -co s (4πa / (λ(cotα+ cotβ) ) ) ) 
となる。 ここで α=750 58'， α+β= 9 0 0 (実際には鈍角
のようである)とおいて求めたのが第 4図の干渉縞の位置である。





視域に多くの干渉縞が現れるのである。ちなみにプレーズ角 30 0 
刻線密度 1200本/mmの回折格子では溝の深さはo. 3 6μm 
となり、干渉縞は O. 7 2μm以外は紫外域のみに現れる。
実験に用いたエッシェルで観察してみると、エッシェル Bの干渉
縞の間隔はエッシェルAのそれより 25%ほど広い。強度の式から
干渉縞の間隔は溝の関口 aに逆比例するので、エッシェル Bでは図
の鎖線のように溝の頭が無く、溝の開口が狭く浅くなっていると予
想できるO そのせいかエッシェル Bの干渉縞はエッシェルAのそれ
に比べて幾分明るいように感ずる(溝閣の平らな部分からの反射が
あるため?)。このようにエッシェルA， Bはほぼ同じ物を用意し
たと考えてスタートしたのであるが、実際には異なるところがあるO
? ?
よく理由は分からないが、これが「調整②」を阻んでいるのかもし
れない。いずれにしてもモザイク回折格子の各格子は充分に吟味し
て出来るだけ同じ物を選ぶのが良さそうである。
??
?
